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A．研究目的 

 ウイルス性肝炎の重大性を理解できるよ

うな効果的な eLearning のコンテンツを作

成することを目的として、歯科医療従事者

用に肝炎に関する問題を作成して、設問の

難易度や妥当性を評価することとした。 

 

B．研究方法 

 肝炎に関する設問を作成し、11 名の歯科

医師に回答してもらい、設問に対する理解

度や問題点を抽出した。 

（倫理面への配慮） 

 特になし 

 

C．研究結果 

 3 問の多肢選択問題 (All or nothing 

multiple choice question )を歯科医師に回

答してもらった。11 名中 5 名が 3 問とも正

答していた。肝炎患者で使用した医療器具

を他の患者と分けて滅菌をしている歯科医

院（クリニック）があり、肝炎ウイルスに対

する認識の不充分が明らかになった。また、

肝炎患者の診療に関する設問では、感染に

対する標準予防策の徹底が不十分なために

選択に迷う歯科医師がいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究要旨  

歯科領域における e-learningのデザインを考えるために、「自身の感染対策」「患者の感

染対策」「感染患者に対する差別・偏見」などの肝炎に関する設問を作成して歯科医療従

事者に回答してもらった。その結果、「患者の感染対策」と「感染患者に対する差別・偏

見」に関する設問に十分な正答が得られておらず、同領域に関する動画コンテンツ作成

の必要性が判明した。 



  

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

D．考察 

 eLearning で肝炎に関する動画コンテン

ツを作成する上で、理解度を確認するため

の設問作成を行った。3問の狙いとしては、

「自身の感染対策」「患者の感染対策」「感染

患者に対する差別・偏見」であったが、「自

身の感染対策」については問題なく正解を

していた。一方「患者の感染対策」と「感染

患者に対する差別・偏見」については、誤っ

た選択をしていた。この理由として、出張先

のクリニックや歯科医院の医療従事者が肝

炎についての知識が十分でないために、感

染対策が適切に施されていないことが考え

られた。また正答率が 5 割程度であったこ

とから難易度については妥当な選択肢であ

ったことが考えられた。以上の結果からは、

「患者の感染対策」と「感染患者に対する差

別・偏見」を軸とした動画コンテンツを作成

することが、肝炎の感染対策防止を向上す

るために有効であると考えられた。次年度

以降については、本研究結果を元にシナリ

オを作成し、その妥当性を検証していく予

定である。 

 

E．結論 

 eLearning で使用する設問の作成を行い、

その妥当性を検証した。その結果「患者の感

染対策」と「感染患者に対する差別・偏見」

に関する動画コンテンツの作成が必要であ

ることが判明した。 

 

F．健康危険情報 

 なし 

 

G．研究発表 

 １．論文発表 

なし 
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 ２．実用新案登録 
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 ３．その他 

  なし 


